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〔研究ノート〕
Theobjectiveofthepresentstudyistoinvestigateapproachestodietaryeducationat
nurseryschoolsbyelucidatingtheactualdietarylifeofnurseryschoolchildrenandthe
dietaryawarenessoftheirparents.A questionnairesurveywasconductedonatotalof1,049
parentsof4-year-oldchildrenattendingpublicnurseryschoolsinWardSofTokyo.Ninety
sevenpointtwopercentoftheresponseswerevalidandthefolowingresultswereobtained:
1） A totalof97.4％ ofchildrenatebreakfasteveryday,while2.6％ sometimesskippedit.
Reasonsforskippingitwerelackofappetite（55.6％）andlackoftime（27.8％）.
2） Regardingthepeoplechildrenatebreakfastwith,themostcommonresponsewasthe
mother（81.8％）,andwhilefew respondedthattheirchildrenatealone（2.8％）,10.2％
indicatedthattheirchildrenatewithotherchildrenonly.Eatingwithotherchildrenonly
wasassociatedwithalow levelofenjoyment,andthefrequencyofgreetingsbeforeand
aftereatingwasalsolowercomparedtowhenchildrenatewithadults.
3） Asforthecontentsofbreakfast,while97.2％ regularlyateacarbohydraterichstaple
food,only63.9％ and38.1％ ofchildrenrespectivelyateaproteinrichmaindishsuchas
fishormeat,andasidedishsuchasvegetablesorseaweedeveryday.Breakfastcontents
wereclassifiedintofivepatterns,andthemostcommonpatternwas・Pattern2:Staple
food＋ onemainorsidedish・（33.9％）,folowedbytheidealcombinationof・Pattern1:
Staplefood＋maindish＋sidedish・（32.1％）,and・Staplefoodonly・（30.8％）.Althoughfew
childrenskippedbreakfast,thesefindingsindicatetheneedtoimprovebreakfastcontents.
4） ・Pattern1:Staplefood＋ maindish＋ sidedish・wasmorecommonamongchildrenwho
atewithadultscomparedtothosewhoatewithotherchildrenonly,childrenofparents
wholikedcookingcomparedtothoseofparentswhodislikedcooking,andamongchildren
whodidnotdislikeanyvegetablesandchildrenwhoseparentscheckedthelunchmenuof
theirchildren・snurseryschooleveryday.
5） Intakeofrestaurantfood,pre-cookedfood,boxedmeals,andconveniencestorefoodfor
breakfastwasnomorethanonceweekly.Intakeoffrozenfoodwasslightlymorefrequent.
Thesefindingssuggestthatfactorsthatpositivelyaffectbreakfastintakeamongnursery
schoolchildrenincludeeatingwithadultsovercominganydislikeofvegetableswiththehelp
ofadults,and theparentscoming to likecooking and developing a greaterawareness
regardingtheirchildren・sdiet.
Keywords:infant（幼児），breakfast（朝食），dietbehavior（食習慣），eatingpattern（食事パタ
ーン）
1.はじめに
近年における食を取り巻く環境は大きく変化し，
大人の生活スタイルが，子どもたちの食生活の乱れ
に大きく影響を及ぼしている。子どもの就寝時間の
遅延，朝食の欠食率の増加，肥満児童の増加など多
くの問題が指摘され，この現状を受け，平成17年
に内閣府から食育基本法が制定された。
心と身体の健やかな成長のため幼児期に望ましい
食習慣の基礎をつくることは，その後の人生の健康
を左右すると言っても過言ではないほど重要である。
そこで，本研究では，幼児特に保育園児における食
生活の現状を把握し，さらに，保育園児の食生活に
大きく関わっている保護者の食意識も把握しながら，
今後の保育園における食育の取り組みについて検討
することを目的とする。
2.方 法
東京都内S区の公立保育園に通園している4歳
児クラスの保護者1,049名を対象にアンケート調査
を実施した。あらかじめ調査の趣旨を説明し，調査
用紙を配布，後日回収した。
調査時期は平成19年7月。回収枚数は704枚，
回収率は67.1％，有効回答率は97.2％であった。
調査内容は，園児の食生活状況としては，朝食，
夕食の摂取状況，加工食品の利用状況，共食状況，
夕食前の間食状況，野菜の好き嫌い等を調査した。
保護者については，お子さんとの収穫体験の有無や
その内容，食事作りは好きか，食事前後の挨拶をし
ているか，給食の献立確認をしているか，保育園で
実施してほしい食育等を調査した。
統計解析ソフトSPSS19を使用し，χ2検定を行
った。
3.結果および考察
1） 朝食の喫食状況
朝食を「ほぼ毎日食べる」園児は97.4％ととて
も多かった。「週に45日」や「週に23日」食
べるという「時々食べない」園児は2.6％と少なく，
さらに「食べない」園児は皆無であった（図1）。厚
生労働省が行った全国調査（1～3歳児対象）1）にお
いて「ほぼ毎日食べる」は90.6％，東京都の健康
習慣調査（4～6歳児対象）2）で「ほぼ毎日食べる」
は93.2％であり，これらの調査結果より本調査の
朝食喫食率は高くなっている。また石見百江ら3）の
報告による4歳児の毎日の朝食の喫食率は88.0％，
岡野節子ら4）の報告（2～5歳児対象）では，「毎日食
べる」が86.7％であり，いずれの報告よりも今回
対象としたS区の園児は，朝食の喫食率が高くな
っている。
「時々食べない」園児は，全体で18名であり，そ
の園児の保護者に欠食の理由を聞いたところ，10
名から回答が得られた。欠食の理由としては全員が
「食欲がない」ことを挙げ，半数が「時間がない」
と答えていた（図2）。
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図1 朝食の喫食状況
図2 朝食を食べない理由（複数回答）
n＝684
n＝10
2） 朝食の共食状況
朝食の共食者を図 3に示した。「母と一緒」が
81.8％と最も多く，次いで「兄弟」54.3％であっ
た。「子ども一人」で食べるは2.8％と少数であっ
た。共食の状況を「大人と一緒」と「子どものみ」
に分類すると，「子どものみ」は10.2％で，10人
に一人の割合であった（図4）。
共食形態と楽しく食事をしているかを表1に示し
た。「大人と一緒」で「いつも楽しく食事をしてい
る」園児は 53.8％ に対して，「子どものみ」では
「いつも楽しく食事をしている」園児は40.0％と低
かった。「子どものみ」の食事は，食事を楽しむと
いうような感情が希薄な傾向がみられた。
共食形態と食事の時の挨拶についてみてみた（表
1）。「大人と一緒」で「いつも挨拶をしている」園
児は79.1％に対して，「子どものみ」では「いつも
挨拶をしている」園児は69.4％と低かった。共食
形態と食事時の挨拶については有意な差が認められ
た。
平成 17年度児童生徒の食生活等実態調査報告
書5）によると，小学生の朝食「一人で食べる」は
14.8％で増加傾向にあるという。その孤食の児童
は就寝時間が遅い，朝の目覚めのすっきり度が低い，
眠くてなかなか起きられない等の生活習慣に問題傾
向が出てきている。今回の対象は，幼児であり，「一
人で食べる」割合はまだ少ないが，この予備軍とし
て習慣が定着しないよう，孤食ではなく，共食の大
切さを教育していくことが重要であると思われる。
3） 朝食の食事内容
朝食の食事内容を主食（米，パン，めん類），副食
として主菜（魚，肉，卵，大豆，乳製品を用いた料理），
副菜（野菜，いも，海そう類を用いた料理）に分け，
それぞれの摂取頻度をみてみた（図5）。
主食は，97.2％ とほぼ毎日きちんと摂取されて
いる。しかし，主菜をほぼ毎日は63.9％と下がり，
副菜をほぼ毎日は38.1％とさらに摂取率が低くな
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表1 共食形態と食事状況
楽しく食事をしてるか
いつも楽しく
している
時々している
どちらとも
いえない
あまりして
いない
全くして
いない
P値
共
食
形
態
大人と一緒
n 325 187 80 11 1
ns.
％ 53.8 31.0 13.2 1.8 0.2
子どものみ
n 28 25 15 2 0
％ 40.0 35.7 21.4 2.9 0
食事前後の挨拶
いつもしている 時々している あまりしていない 全くしていない P値
大人と一緒
n 484 116 9 3
0.01*
％ 79.1 19.0 1.5 0.5
子どものみ
n 50 17 5 0
％ 69.4 23.6 6.9 0
＊:P＜0.05 ns.:有意差なし
図3 朝食を誰と食べるか（複数回答）
図4 朝食の共食状況
n＝684
n＝684
っている。
朝食の食事内容を次の5パターンに分類し検討を
加えた。
パターン1 主食，主菜，副菜がそろったもの
パターン2 主食，主菜あるいは副菜1品
パターン3 主食のみの日もある
パターン4 ほぼ毎日主食のみ
パターン5 主食のない日，副食のみの日もある
表2に示したように，一番多かった朝食の食事内
容は，「パターン2の主食＋副食1品」で33.9％と
3分の1を占めていた。次いで多かったのは，理想
の組み合わせである「パターン1の主食＋主菜＋副
菜」で32.1％と約3分の1を占めていた。「主食の
みの日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせると
30.8％と同じく約3分の1を占めていた。朝食の
欠食者は少ないが，その食事内容には改善の必要が
あることが分かった。
共食の状況を「大人と一緒」か「子どものみ」に
分け，朝食の食事内容をみてみた（表2）。「大人と
一緒」の場合，「パターン1の主食＋主菜＋副菜」
は33.4％に対して，「子どものみ」では22.2％と
11.2ポイントも低くなっている。また，「子どもの
み」の場合，「主食のみの日もある」，「ほぼ毎日主
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表2 朝食のパターンと食事状況
主食主菜
副菜
主食副食
1品
主食のみの
日もある
ほぼ毎日
主食のみ
主食がない
日もある
P値
全 体
n 197 208 162 27 19
％ 32.1 33.9 26.4 4.4 3.1
共
食
状
況
大人と一緒
n 185 194 139 20 16
0.006**
％ 33.4 35.0 25.1 3.6 2.9
子どものみ
n 14 16 23 7 3
％ 22.2 25.4 36.5 11.1 4.8
食
事
作
り
は
好
き
か
すごく好き
n 42 40 18 6 3
0.004**
％ 38.5 36.7 16.5 5.5 2.8
ふつう
n 122 143 105 11 13
％ 31.0 36.3 26.6 2.8 3.3
あまり好きで
はない嫌い
n 33 25 39 10 3
％ 30.0 22.7 35.5 9.1 2.7
苦
手
な
野
菜
あ る
n 135 157 122 22 12
ns.
％ 30.1 35.0 27.2 4.9 2.7
な い
n 64 53 36 5 6
％ 39.0 32.3 22.0 3.0 3.7
給
食
の
献
立
表
の
確
認
ほとんど見て
いない
n 14 8 7 2 3
ns.
％ 41.2 23.5 20.6 5.9 8.8
時々見ている
n 101 114 105 17 7
％ 29.4 33.1 30.5 4.9 2.0
毎日見ている
n 68 76 48 7 9
％ 32.7 36.5 23.1 3.4 4.3
＊＊ P＜0.01 ns.:有意差なし
図5 有効回答者にみる朝食における主食主菜
副菜の摂取頻度
食のみ」を合わせると47.6％と約半数を占めてい
た。共食形態と食事内容においては，有意な差が認
められた。
保護者の食事作りの好き嫌いをみると（図 6），
「すごく好き」は18.4％，「あまり好きではない
嫌い」は17.1％とほぼ同割合であった。そこで保
護者の食事作りの好き嫌いと朝食の食事内容をみて
みた（表2）。保護者が料理好きの場合，理想的な
「パターン1の主食＋主菜＋副菜」は，38.5％であ
るのに対して，料理があまり好きではない，嫌いの
場合は30.0％と8.5ポイント低下していた。料理
があまり好きではない，嫌いの場合，「主食のみの
日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせると
44.6％で，料理好きの場合より22.6ポイントも高
くなっている。保護者の食事作りの好き嫌いと朝食
の食事内容には，有意な差がみられた。
園児の苦手な野菜の有無をみると（図7），苦手な
野菜の「ある園児」は73.2％と高く4分の3を占
めていた。園児の苦手な野菜の有無と朝食の食事内
容との間には有意な差はみられなかった（表2）。し
かし，苦手な野菜の「ない園児」は，朝食の食事内
容として理想的な「パターン1の主食＋主菜＋副菜」
が39.0％と「ある園児」と比べ8.9ポイントも高
かった。また，苦手な野菜の「ある園児」は「主食
のみの日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせる
と32.1％と，苦手な野菜の「ない園児」に比べ7.1
ポイント高かった。苦手な野菜の「ない園児」の方
が，好ましい朝食の食事内容を示す傾向がみられた。
保護者の食に対する意識をみるために，給食の献
立表の確認状況を調べ（図8），朝食の食事内容を検
討してみた。献立表を毎日確認している保護者は3
4.2％，時々確認している保護者は59.1％であった。
この両者で朝食の食事内容をみてみた（表2）。献
立を毎日確認している保護者は，「パターン1の主
食＋主菜＋副菜」が32.7％，時々確認している保
護者は29.4％，「パターン2の主食＋副食1品」に
おいては，36.5％と33.1％といずれも毎日献立を
確認している保護者の方が，若干割合は高かったが，
有意な差はみられなかった。
4）朝食での外食，惣菜，冷凍食品，弁当コン
ビニ食品の利用状況
朝食における外食，惣菜，冷凍食品，弁当コン
ビニ食品の利用状況をみてみた（図9）。
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図6 食事作りの好き嫌い
図7 苦手な野菜の有無
図8 給食の献立表の確認状況
n＝679
n＝646
n＝680
図9 有効回答者にみる朝食における外食，加工
品の利用状況
外食，惣菜，弁当コンビニ食品はいずれも週に
1回以下が，99.0％，96.1％，95.6％と利用頻度は
少なかった。この中では，冷凍食品の利用が週に
2～4回が15.2％と他に比べると高かった。基本的
には手作りの朝食であることがうかがわれる。
4.要 約
東京都内S区の公立保育園4歳児の食生活状況
についての調査をその保護者に行い，以下のような
結果を得た。
1）朝食を「ほぼ毎日食べる」園児は97.4％と多く，
「時々食べない」園児は2.6％，「食べない」園
児は皆無であった。欠食の理由としては，その
理由回答者の全員が「食欲がない」と答え，さ
らに半数が「時間がない」と答えていた。
2）朝食の共食者は，「母と一緒」が81.8％と最も
多く，次いで「兄弟」54.3％であった。「子ど
も一人」で食べるは2.8％と少数であったが，
「子どものみ」は10.2％であった。「子どものみ」
の食事は，楽しいという感覚が希薄な傾向がみ
られ，また，食事前後の挨拶の実施も「大人と
一緒」より，有意に低かった。
3）朝食の食事内容をみると，主食は，97.2％とほ
ぼ毎日きちんと摂取されているが，主菜をほぼ
毎日は 63.9％ と下がり，副菜をほぼ毎日は
38.1％とさらに摂取率が低くなっていた。
朝食の食事内容を5パターンに分類し検討を
加えた。一番多かった朝食の内容は，「パターン
2の主食＋副食1品」で33.9％。次いで多かっ
たのは，理想の組み合わせである「パターン1
の主食＋主菜＋副菜」で32.1％。「主食のみの
日もある」，「ほぼ毎日主食のみ」を合わせると
30.8％とそれぞれ約3分の1ずつを占めていた。
朝食の欠食者は少ないが，その内容には改善の
必要があることが分かった。
4）「パターン1の主食＋主菜＋副菜」の朝食は，
「大人と一緒」が 33.4％ と「子どものみ」の
22.2％より有意に高かった。同じく，保護者が
「料理好き」の場合38.5％に対し，「料理があま
り好きではない嫌い」では30.0％と有意な差
がみられた。
5）苦手な野菜の「ある園児」は73.2％と多かった。
苦手な野菜の「ない園児」は，朝食の食事内容
として理想的な「パターン1の主食＋主菜＋副
菜」が39.0％と「ある園児」と比べ8.9ポイン
ト高かった。
6）給食の献立表を毎日確認している保護者は34.2
％，時々確認している保護者は59.1％であった。
この両者で朝食の食事内容をみてみると，毎
日確認している保護者は，「パターン1の主食＋
主菜＋副菜」が32.7％，時々確認している保護
者は29.4％，「パターン2の主食＋副食1品」
においては，36.5％と33.1％でいずれも毎日確
認している保護者の方が，若干割合は多かった
が，有意な差はみられなかった。
7）朝食における外食，惣菜，弁当コンビニ食品
の利用状況はいずれも週に1回以下が，99.0％，
96.1％，95.6％と利用頻度は少なかった。冷凍
食品の利用が週に2～4回が15.2％と他に比べ
ると高い割合を示していた。
以上より，園児の朝食摂取に良い影響を与える要
因としては，大人と一緒に食べること，保護者が料
理好きになることが強く示唆された。さらに園児の
苦手な野菜をなくすよう促し，保護者が子どもの食
への意識を高めることが重要であることが分かった。
本研究によって今後の食育活動への課題が明示され
た。
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